
―文月
ふみづき

（7月）のことば― 

 

 『我
われ

らは仏
ほとけ

の子
こ

どもなり  嬉
う れ

しい時
と き

も悲
か な

しい時も  

み親
おや

の袖
そ で

にすがりなん』  

『我
われ

らは仏
ほとけ

の子
こ

どもなり  幼
おさな

い時も老
お

いたる時も  

み親
おや

に変
か

わらず仕
つか

えなん』 
 

これは仏教聖歌の中にある「ほとけの子」という歌です。 

ほとけさまは私たちの起きている時も寝ている時も、良い事している時もい

けないことしている時も、忘れてしまっている時も、いつでもどこでもどんな

時にでも私たちを見守っていて下さいます。私たちは時々仏さまを拝みます。

でも、仏さまはいつでもどこでも私たちを祈っていて下さいます。子どもの時

にだけでなく、おとなになってもよぼよぼになっても、いつでもどこでもだれ

にでも…。こんなにありがたい、こんなに心強い、こんなにうれしい、こんな

に幸せなことって…ほかにあるかなぁ 
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＊入場整理券が必要です。正光寺へ電話でお申込み下さい。☝ 


